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 3年ぶりに白鳥神社でのお祭りがあり

ました。白鳥神社に奉納する白鳥楽で

は、装束で着飾った少年少女たちが練習

の成果を発揮し、息を合わせて楽打ちを

行いました。当日は台風14号

の接近により、17日の御下り

のみとなりましたが、多くの地

域の方々に見守られながらのお

祭りとなりました。 

白鳥神社のお祭りがありました！ 

 10月4日(火)にキスゲの会

の方々を中心に、飯田公民館

施設の清掃活動がありました。普段使って

いる調理室のみならず、飯田公民館周辺の

草刈やゴミの分別までもしていただきまし

た。日頃の清掃では行き届かないところま

で掃除をしていただき、公民館が見違える

ほどきれいになりました。参加されたみな

さま！本当にありがとうございました！ 

  

清掃活動へのお礼 

 9月26日(月)に飯田小学校4年生の防災学習の一環

で、飯田地区の避難所の運営についてや、備品、避難所

パーテーションの設営、防災食についての学習を行いま

した。「パーテーションは意外と簡単に作ることができ

た！」や「防災食の種類がたくさんあってびっくりし

た！」などの意見がありました。児童たちは、実際に使

われる物を目にすることで、より興味を持って防災につ

いての学習を深めることができたと思います。 

飯田小学校4年生 防災学習 
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環境部会が“カーブミラー”の清掃を行ないました !! 
 
 ９月１０日（土）午前９時から、環境部会が 

カーブミラーの清掃を行ないました。 

 今回は、東部地区にある公共のカーブミラー

約４３カ所の内、汚れのひどい１２カ所の清掃

を行いました。 

 作業はまず、洗剤を含ませた布で鏡を拭き、

あとは高圧洗浄機で洗い流しました。 

 くすんだように見えた鏡もきれいになり、よ

り安全確認がしやすくなりました。 

 今後は、西部地区（約７０ヶ所）、中部地区（約

９６カ所）の清掃を計画しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

洗剤をつけた布で汚れを落とす様子  
  

～ 旧暦のある暮らし ～ 
  

 

 十三夜  今年の十三夜は、１０月８日（土） 
 

中秋の名月ともう一夜、後の月と呼ばれる旧暦

九月十三日の十三夜も、名月として月見をする楽

しみが秋にはあります。十三夜のころに収穫され

る作物にちなみ、栗名月、豆名月とも。十五夜と

十三夜を併せて、二夜の月と呼びならわします。

十五夜を眺めて、十三夜を見ないのは、片月見と

して忌みきらわれました。 
 
 初時雨  旅人と我名よばれん初しぐれ（芭蕉） 
 
 ふいに強い雨が降りかかり、見る間に去っては

青空が広がる時雨は、晩秋から初冬にかけての空

模様。ひとところだけに降る片時雨や、横なぐり

の横時雨、また訪れる時々で朝時雨、夕時雨、小

夜時雨など。その年の秋の初時雨は、野山の生き

物も人々もそろそろ冬支度を始める合図です。 
 

 
「霜降」〔新暦では、１０月２３日～１１月６日頃〕 
 
霜降とは、朝夕にぐっと冷え込み、霜が降り 

るころのこと。 
 

初候）霜
しも

始
はじ

めて降
ふ

る 〔新暦 10 月 23 日～27 日頃〕 

霜が初めて降りるころ。農作物には大敵。足元か

ら冷えが来ないように気をつけて。 
 

次候）霎
しぐれ

時
ときどき

施
ほどこ

す〔新暦 10 月 28 日～11 月 1 日頃〕 

 時雨が降るようになるころ。古の都人が歌に詠

んだ、さあっと降っては晴れる、通り雨の小気味よさ。 
 

末候）楓
もみじ

蔦
つた

黄
き

なり  〔新暦 11 月 2 日～6 日頃〕 

 紅葉や蔦が色づくころ。草木が黄や紅に染まるこ

とを、もみつといったのが語源だそう。 
  

星 月 夜 
 
 今の季節は空が澄み、夜の星が冴えて美し

い。星の光が月のように明るく見える夜を指し

て、「星月夜」と呼ぶ。 

「星月夜 空の高さよ 大きさよ」（江
え

左
さ

尚
しょう

白
はく

） 

 星を全部数えたらいくつになるだろうか。地

上から肉眼で見える恒星の数は最大で 8,600 個

ほどだという。宇宙には銀河が約 1,000 億あり、

一つの銀河に約 1,000 億もの恒星が存在すると

いわれる。 

数え切れないほどたくさんあることを「星の

数ほど」と表現するが、言い得て妙だ。 
 

 

自分自身の内面世界を「心情（こころ）の 
天空（そら）の星の数」（渡辺照宏訳）と歌った

のは、インドの詩聖タゴールである。 

 外なる大宇宙と同じく、内なる心の広がりに

も限りはない。 

“胸中の空”は澄んでいるか。きらめきを放っ

ているか。          （新聞記事より） 

 多忙な日々でも、星空と語り合うような大き

な気持ちを忘れたくないものですね。  
※江左尚白：江戸時代前期から中期の医師・俳人、近江蕉門。 

タゴール：インドの詩人、思想家、作曲家。ノーベル賞作家。 
 

 

 １０月２７日～１１月９日は、読書週間 です。 

                                                             
２０２２年・第７６回の標語は、「この一冊に、ありがとう」です。 

  




